
v Introduc)on	
•  AGNのou-lowによってホスト銀河の分子ガスが取り除かれて星形成が
抑制されるプロセスが考えられているがはっきりとした証拠は未発見	  

•  SINFONI/VLTにより、z~1.5−2.5のQSOで電離ガスのou-lowと星形成率
の空間的反相関が示唆されたが、可視光の観測はダスト減光の影響を
強く受けている可能性がある	  

•  ALMAを用いた（サブ）ミリ波の観測によりCO輝線を捉えることで、分子
ガスに対するfeedbackの影響を直接調べることができる	  

v Sample	  &	  Observa)ons	

•  SINFONIの[OIII]λ5007観測によりfast	  ionized	  ou-low	  (>	  1000	  km/s)が確認さ
れているhigh-‐luminosity	  QSO	  (Cano-‐Diaz+12)	  

	  
•  ALMA	  Band	  3	  (~100	  GHz)	  によりCO(3-‐2)を観測	  

-  on	  source	  )me	  40	  minutes,	  40−44	  12-‐m	  antennas,	  four	  spectral	  
windows	  of	  ~1.875	  GHz	  (total	  bandwidth	  7.5	  GHz)	  

•  輝線を含まないチャンネルからcon)nuum	  image	  at	  3	  mmを作成	  
•  LCO(3-‐2)/LCO(1-‐0)=1.0±0.5と仮定	  
•  αCO=4	  (MS)	  or	  0.8	  (starburst)	  M¤/K	  km/s	  pc2	  を使用	  
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CO輝線の位置はHα、O[III]から予想される位置と合う	  
→	  ホスト銀河の分子ガスをトレースしている	  
	  
COと[OIII]ともにionized	  ou-lowの方向に沿って輝度が
小さくなっている	

ou-lowによるガスの除去	

Hαから予想される位置でCO(3-‐2)非検出だが、
約-‐2000	  km/sずれた位置に輝線が存在	  
COからのずれと[OIII]で測定したionized	  ou-low
の速度（-‐2300	  km/s）及び空間分布が合う	  

molecular	  ou-lowを見ている	

SFR	  vs.	  Mのプロットではstarburstと似た位置
を占める	  
deple)on	  )mescaleはz~2.5のSMGや
reddened	  QSOとconsistent	  
依然としてstarburst	  phaseにある可能性
nega)ve/posi)ve	  feedbackが別の領域で同
時に起きているかもしれない	


